
パブリック・コメント実施結果 

 

平成２５年１１月２２日 

 

パブリック・コメント手続きを実施した結果について、古賀市パブリック・コメン

ト手続き実施要綱（平成２０年３月告示第２０号）第１１条第１項の規定に基づき、

次のとおり公表します。 

 

 

(１)政策等の題名 
古賀市文化芸術振興計画(仮)案 

古賀市文化芸術振興アクションプラン(仮)案 

(２)政策等の案公表日 平成２５年７月１９日 

(３)パブリック・コメント 

手続きの実施期間 
平成２５年７月１９日から平成２５年８月１９日まで 

(４)意見等の提出者数 １名 

(５)提出意見等の件数 １件 

(６)提出意見等を考慮した 

結果及びその理由 
下記のとおり 

(７)その他の修正点 
字句、誤記の訂正、わかりにくい表現等の適正化を適

宜行いましたが、詳細については省略しています。 

 

 

№ パブリック･コメント内容(概要) 反映の有無 理  由 

【第 3 章 古賀市文化芸術振興の方策】 

１  

 

 

活動のなかなか広がらない理由とし

て、大きな楽器を所有する資金と保

管場所の問題がある。大楽器につい

ては市がホール備品として購入＆所

有して、必要に応じて有償貸与して

頂く福津市のカメリアホール方式を

検討してほしい。 公平性保つため有

償貸与だったらいいのではないか。  

ご提案として

承りますが、

修正はいたし

ません。 

 

 

 

これらの設備の導入につい

ては、使用目的や頻度等を

十分に考慮し、過大な費用

負担とならないように機能

性を重視して検討していき

ます。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

古賀市生涯学習推進課 文化・スポーツ支援係（ 電話 ０９２－９４２－１３４７ ） 



 

～文化芸術のまちづくりの主役はあなたです～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市 

古賀市教育委員会 

平成２６年 



 

はじめに 

 
 古賀市は、東に犬鳴山系の緑深き山々が連なり、西には玄界灘に面した白砂

青松の海岸が広がっています。その山から花鶴川と中川のふたつの河川にはぐ

くまれた豊かな自然がいきづいています。この古賀の地において、旧石器時代

から、人は生活をおこない、さまざまなものを生み出し、豊かな文化をつむい

できました。その軌跡は、古賀市のいたるところで発見され多くの感動をよん

でいます。 

 このような悠久の歴史を持つ古賀市では、平成１３ (２００１) 年から平成

２２(２０１０)年まで、第３次古賀市総合振興計画において、文化芸術の更な

る振興をめざし、さまざまな文化芸術活動をおこなってきました。また、平成

２０(２００８)年には、その方向性をさし示す古賀市文化芸術振興条例を定め、

文化芸術における市民・団体・行政の果たすべき役割を明らかにし、その推進

のために古賀市文化芸術審議会を設置し文化芸術の活性化を図りました。 

 

 そして、平成２４(２０１２)年４月に「つながり にぎわう 快適安心都市 

こが」を都市イメージとして、第４次古賀市総合振興計画が始動しました。そ

の計画の中で、文化芸術の振興のための古賀市文化芸術振興計画を策定するこ

とを明記し、文化芸術活動の充実と活性化を図り、文化芸術のまちづくりの推

進をすることとしました。そして、古賀市文化芸術審議会を含む、文化芸術に

熱い思いをもった方々とともに、本計画の策定にとりかかり、このたび完成の

運びとなりました。 

 

 この計画は、市民・団体・行政が文化芸術の担い手として、進むべき方向性

を共有し、自然と歴史・文化芸術の魅力を未来につなぎ、こころやすらぐまち

の実現に向け、総体で文化芸術の推進を図っていく羅針盤としての役割を果た

すものと考えております。この計画に広くご理解を求め、より多くの方々とと

もに、文化芸術の振興に積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 最後に、計画策定にあたり、貴重なご意見で指導をいただきました古賀市文

化芸術審議会委員のみなさま、アンケート調査等にご協力いただきました市民

のみなさまに心から感謝申し上げます。 

 

                    平成２６(２０１４)年３月 

                     古賀市長  竹下 司津男 
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第１章 古賀市文化芸術振興計画策定にあたって 

１ 文化芸術の意義 

    文化芸術の定義については、多様な考え方があり一定枠にはまるものでは

ありませんが、幅広く多くの人たちと取り組める豊かな分野ともいえます。 

平成１３(２００１)年に施行された、文化芸術振興基本法の前文において

は、「文化芸術は，人々の創造性をはぐくみ，その表現力を高めるとともに，

人々の心のつながりや相互に理解し尊重し合う土壌を提供し，多様性を受け

入れることができる心豊かな社会を形成するものであり，世界の平和に寄与

するものである」とあります。文化芸術は、人の心を揺り動かす大きな力を

もち、生きる力を与え、豊かなまちづくりの原動力にもなりえるのです。 

我が国では、平成２３(２０１１)年３月１１日に、東日本大震災がおき、

多くの命が奪われ、各地域で現在もなお、復興に向け多大な努力をおこなっ

ています。その現実の中で、さまざまな文化芸術活動が震災で傷ついた心を

癒し、一人ひとりの生きる力を呼びおこしていることは、誰もが知ることと

思います。 

このように、文化芸術の振興を図る意義は深く、古賀市がめざす「つなが

り にぎわう 快適安心都市 こが」の実現において大きな役割を果たすと

考えています。 

 

 

２ 文化芸術をめぐる背景 

 

（１）国の動向 

近年、我が国において、文化芸術は、経済活動やまちづくりにつながっ

たり、国際交流・理解を深めたりすることが認知されるようになりました。 

例えば、日本の漫画やアニメ等のメディア芸術は、世界的に高く評価さ

れる中、コンテンツ産業という新たな産業の成長が見られ、デザインやフ

ァッション、食文化等とともに「クール・ジャパン」として、更なる海外

展開の機運も高まっています。 

このように、文化芸術は、国境を越えて多くの人々をひきつけ、社会の

さまざまな面への波及効果をもつ「ソフトパワー」です。人々の心に喜び

を与え、豊かに元気にするだけでなく、経済や社会の活性化につながる等、

日本全体を元気にする原動力です。 

国民意識においても、平成２３(２０１１)年に内閣府がおこなった「国

民生活に関する世論調査」において、国民の６割が「物質的にある程度豊

かになったので、これからは心の豊かさやゆとりのある生活をすることに

重きをおきたい」としています。また、平成２１(２００９)年に、同府が

おこなった「文化に関する世論調査」では、日常生活の中で、文化芸術を

鑑賞したり、文化活動を行ったりすることを「非常に大切」「ある程度大

切」とする回答が約９割になっています。 
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文化芸術に期待が高まる中、平成２４(２０１２)年度文化庁関係予算は、

過去最高の１０７４億円となりました。しかし、諸外国と比較すると、我

が国の文化芸術予算水準は、決して高いとは言えません。 

国は、国民の期待に応えるべく、文化芸術振興基本法に基づき、文化芸

術の振興を図っていくために、平成２３(２０１１)年度から５年間を対象

期間とする「第３次基本方針」において、文化芸術が日本を元気にする原

動力となることをめざして、文化芸術振興の３つの基本的視点をもとに、

文化芸術立国を実現するための６つの重点戦略を強力に進めることとし

ました。 

 

 

 

 

３つの基本的視点 

 

「成熟社会における成長の源泉」 

・文化芸術への公的支援を社会的必要性に基づく戦略的投資と捉えなおす 

・成熟社会における成長分野として潜在力を喚起、社会関係資本を増大する観

点から、公共施策としての明確化 

  ・文化芸術の特質を踏まえ、長期的かつ継続的な視点に立った施策を展開 

 

 

「文化芸術振興の波及力」 

・教育、福祉、まちづくり、観光・産業等周辺領域への波及効果を視野に入れ

た文化芸術振興 

・雇用増大・地域活性化を図り、我が国の文化的存在感を高める観点から、強

みを活かした施策の戦略的展開 

 

 

「社会を挙げての文化芸術振興」 

・国、地方、民間等各主体が、各々の役割を明確化・相互の連携を図り、社会

を挙げて文化芸術振興 
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文化芸術立国を実現するための６つの重点戦略 

 

（1）文化芸術活動に対する効果的な支援 

・文化芸術団体への新たな支援の仕組みの導入 

・地域の核となる文化芸術拠点への支援充実  等 

 

 

（2）文化芸術を創造し、支える人材の充実 

・若手をはじめ芸術家の育成支援 

・文化芸術活動・施設を支える専門的人材の育成  等 

 

 

（3）子どもや若者を対象とした文化芸術振興策の充実 

・芸術鑑賞機会、伝統文化等に親しむ機会の充実  等 

 

 

（4）文化芸術の次世代への確実な継承 

・計画的な修復・防災対策等による文化財の適切な保存・継承 

・積極的な公開・活用による国民が文化財に親しむ機会の充実  等 

 

 

（5）文化芸術の地域振興，観光・産業振興等への活用 

・有形・無形の文化芸術資源の地域振興、観光・産業振興への活用 

・衣食住に係る文化をはじめ「くらしの文化」の振興  等 

 

 

（6）文化発信・国際文化交流の充実 

・海外公演・出展、国際共同制作等への支援充実 

・文化発信・交流拠点としての美術館・博物館等の充実  等 
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（２）現状と課題 

古賀市は、個性ある地域づくりを進める観点から、従来にも増して地域

を重視した文化芸術振興の取組をおこなっています。 

 地域の文化資源や地域に根ざした文化芸術活動は、それ自体が固有の価

値をもつだけでなく、地域への誇りや愛着を深め、「まちの個性と魅力」を

創出する視点から、これまでの行政が施設整備や事業補助を実施し、市民

はそれを利用するだけという行政完結型から、市民が主体となって文化芸

術活動をおこない、その創意工夫を引き出す市民共働型に重点を移してい

く必要があります。 

古賀市文化芸術振興計画策定にあたっては、文化芸術団体等へのアンケ

ート・ヒアリングも踏まえて、次の通り古賀市の文化芸術における課題を

整理しました。  

  

 

 古賀市における文化芸術の課題 

 

環境づくりの必要性 

     〇活動者、鑑賞者ともにまだ層が薄く、掘り起こしが必要です。 

〇さまざまな文化芸術団体が活動しているものの、団体同士のつながりが

薄い傾向にあります。 

〇市民の多様なニーズに対応できる文化芸術活動の拠点が必要です。 

〇現在ある施設における、本来の使用目的に限定することのない新しく幅

広い活用が必要です。 

 

 個性を起こす必要性 

  〇文化芸術資源はあるものの、知られていなかったり十分に活用されて

いなかったりする状況にあります。 

   〇文化芸術をいかした古賀市らしいまちづくりの仕組みが十分ではあり

ません。 

  

新しい魅力を興す必要性 

〇福祉、教育、まちづくり、観光・産業振興等、多様な分野で文化芸術を

活用する取組はまだこれからという状況です。 

〇子どもの豊かな感性をはぐくむための幅広い文化芸術活動の機会が少

なく、十分とはいえません。 
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 ３ 条例から計画へ 

  平成２０(２００８)年に、市民の文化的感性を一層高め、希望に満ちた古

賀市の未来をつくるため、すべての市民が文化芸術活動に参加し、その恩恵

を享受することを願い、古賀市文化芸術振興条例を策定しました。また、文

化芸術に関する重要施策の諮問に対して意見を述べる常設の機関として古賀

市文化芸術審議会を設置しました。 

条例に基づき、市民・団体・行政が文化芸術の担い手として、ともに文化

芸術の振興を推進するために古賀市文化芸術振興計画を作成することとなり

ました。 

それに伴い、平成２３(２０１１)年に作業部会が立ち上がり、古賀市独自

の豊かな計画となるよう、文化芸術団体へのアンケート・ヒアリング等にお

いて、多くの意見を聞き、計画の具体化を図っていきました。 

 

 

年度 活  動  内  容 

Ｈ２０ 

(２００８) ・古賀市文化芸術振興条例 策定 

Ｈ２１ 

(２００９) ・古賀市文化芸術審議会 設置 

条例の内容の学習及び古賀市の文化芸術について 

Ｈ２２ 

(２０１０) 
・第４次古賀市総合振興計画について 

・古賀市の文化芸術の現状と課題について 

Ｈ２３ 

(２０１１) ・文化芸術振興計画作業部会 設置 

・作業部会において、文化芸術団体等へのアンケート・ヒ

アリング等をおこなう 

・現状と課題整理 

・作業部会の内容を審議会にて協議 

Ｈ２４ 

(２０１２) 
・第４次古賀市総合振興計画 始動 

・計画の具体化  

・作業部会の内容を審議会にて協議 

Ｈ２５ 

(２０１３) 
・パブリックコメント 

・ダイジェスト版作成 

・印刷製本 

Ｈ２６ 

(２０１４) ・古賀市文化芸術振興計画 策定 
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４ 古賀市文化芸術振興の位置づけ 

 (１)市の関係計画等の位置づけ 

古賀市では文化芸術の更なる振興をめざし、その方向性を示す古賀市文化

芸術振興条例を定め、その推進のために古賀市文化芸術審議会を設置し、文

化芸術振興の活性化を図りました。また、平成２４(２０１２)年には、「つな

がり にぎわう 快適安心都市 こが」を都市イメージとして第４次古賀市

総合振興計画を策定し、その計画において古賀市文化芸術振興計画を策定す

ることが明記されました。 

第４次古賀市総合振興計画及び古賀市文化芸術振興条例のめざす姿は下記

の通りです。 

 

 

①第４次古賀市総合振興計画 

 

古賀市がめざす、都市イメージ 

 

〇人やモノが集い、活気にあふれ、にぎわうまち 

 〇自然と歴史・文化の魅力を未来へつなぎ、こころやすらぐまち 

 〇こころ豊かに学び、人や地域がつながり、支えあうまち 

 〇快適で住みやすく、安心して元気に暮らせるまち 

 

 

文化芸術施策の基本目標 

 

    こころ豊かに学び続ける人が育つまちづくり 

                                          

 

 文化芸術施策の基本方針  

 

〇地域の人材や資源を活用しながら文化芸術活動を振興します。 

〇文化財と地域固有の歴史・伝統を将来にわたって保存し、次世代に継承し

ます。 
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   （２）古賀市文化芸術振興条例 

 

     基本理念 

 

     

〇文化芸術の振興に当たっては、市民一人ひとりがその担い手であると

いうことを踏まえ、市民及び民間団体等の主体性及び創造性が十分に

尊重されなければならない。 

 

    〇文化芸術の振興に当たっては、すべての人々が多様な文化芸術を創造し、

享受する権利を有していることにかんがみ、市民が文化芸術を鑑賞し、

これに参加し、又はこれを創造することができる環境の整備が図られな

ければならない。 

 

    〇文化芸術の振興に当たっては、将来にわたる文化芸術の持続的な発展の

ため、文化芸術活動への高い関心及び豊かな創造性を持つ人材の育成を

図るよう努めなければならない。 

 

    〇文化芸術の振興に当たっては、市民が地域への誇りと愛着を深められる

よう、市内の各地域で培われてきた伝統、歴史、風土等に十分配慮し、

その保存及び継承を図るとともに、新たな文化芸術の創造が促進されな

ければならない。 
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５ 古賀市文化芸術振興条例及び第４次古賀市総合振興計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀市文化芸術振興計画 

平成２６(２０１４)年～平成３５(２０２３)年 

第４次古賀市総合振興計画 
平成２４(２０１２)年～平成３３(２０２１)年 

教育 商工 
福祉 農業 

建設 

古賀市文化芸術振興アクションプラン 

平成３０(２０１８)年見直し予定 

古賀市文化芸術振興条例 

平成２０(２００８)年～ 

理 念 
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第２章 古賀市文化芸術振興計画の考え方 

 １ 目的 

文化芸術をいかして人やまちを元気にしよう 

  

      第４次古賀市総合振興計画で位置づけられている「つながり にぎわう 

快適安心都市 こが」を実現するために、文化芸術の分野では、その力をい

かして人とまちを元気にすることに取り組みます。  

 

 

２ テーマ 

 「起こす 興す おこす」 

文化芸術をとおして、個性を起こし、新たな魅力を興し、誇りをおこす 

  

第１章で述べた古賀市の文化芸術の課題とそれを解決する市の方向性を

踏まえ、文化芸術をとおして個性を起こし、新たな魅力を興し、それによっ

て郷土への誇りをおこすことをこの計画のテーマとします。 

 

 

 

３ 計画の性格と期間 

 

  （１）計画の性格     

①本計画は、古賀市文化芸術振興条例の理念を踏まえ、第４次古賀市総合振

興計画が掲げる文化芸術の創造と継承の指針とし、文化芸術をいかしたま

ちづくり※１の実現をめざす計画です。 

   

②本計画は、市民・団体・行政が文化芸術をいかしたまちづくりの担い手と

して、ともに文化芸術振興の推進をおこなうための計画です。 

  

③文化芸術の意識の向上を図り、まちづくりや市民活動に文化芸術の力を活

用する視点をもつことをめざした計画です。 

 

④具体的に実施する内容をまとめたアクションプランを含んだ計画です。 

 

 

  （２）計画の期間 

計画期間を１０年計画とします。 

平成２６(２０１４)年～平成３５(２０２３)年 
 

※１ 本計画におけるまちづくりは、景観や施設整備等ハード面だけでなく、福祉、教育、商工、農業等、

古賀市を構成するすべての面を含めた総体を振興していくことを意味します。 
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４ 古賀市文化芸術振興計画の全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

文化芸術をいかして人やまちを元気にしよう 
―文化芸術をとおして、個性を起こし、新しい魅力を興し、誇りをおこす― 

誇りをおこす 

〇文化芸術をとおして、誇りをおこす 

〇おこした誇りを次世代に引き継ぐ 

個性を起こす 

〇今ある宝を再認識 

〇眠った宝を起こす 

新しい魅力を興す 

〇人にやさしいまちづくり 

〇ざわめきづくり 

環境づくり 

〇文化芸術に関する活動をおこなう団体・個人の交流を図り、行政・企業・学校・地域等と連携の支援をする 

〇文化芸術に関する情報の収集・提供を一元化する等、文化芸術に対するセンター的機能の充実を図る 

〇福祉、教育、観光･産業振興等、他のジャンルと文化芸術をつなぐ「コーディネーター」の育成をする 

〇古賀市の文化芸術環境について語り合える場を設け、市民の文化芸術環境の向上を図る 

    〇施設整備をおこない、文化芸術活動がしやすい環境づくりに努める 

   

古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
計
画 

本計画における文化芸術の推進は、花畑を育てていくように、豊かな土壌《環境》をつくり、多

種多様な種《市民》から、たくましい茎《計画》が伸びて方向性を示し、しっかりと葉《施策》を広

げて土から栄養を運び、個性豊かな花《誇り》を咲かせていく様子をイメージしています。 
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第３章 古賀市文化芸術振興の方策 

 １ 古賀市の個性を起こす 

古賀市には、文化芸術（美術・音楽・演劇・伝統芸能等）・文化財・自然

景観・まち並み、またそれらに関わる人等、多くの宝が存在しています。 

 

 

 (１)宝を見つける 

 

①今ある宝の再認識 

これまで古賀市の文化芸術の振興に寄与し、支えてきた文化芸術資源、自

然景観、文化芸術の振興を担う人材は、市民の生活に文化的潤いと豊かさと

安らぎをもたらしてきました。 

今後、それらの宝が一層輝き、今まで以上にいかされていくような取組が

求められます。 

 

〇古賀市の文化芸術資源、自然景観、文化芸術の振興を担う人材の素晴

らしさを再認識し、市民が誇れる財産とします。 

 

 

②眠った宝を起こす 

古賀市には、まだ日常生活の中でその価値が見いだされないまま眠り続け

ている宝が多くあります。それらの宝を呼び起こしていくことは、古賀市が

目指す文化芸術のまちづくりの実現に、大きな役割を果たしていきます。 

 

  〇生活の中にある「ひと、もの、こと」等、市民にとっては当たり前で

も視点を変えると魅力的なものを掘りおこします。 

 

〇子どもの視点を取り入れ、地域の魅力等、宝の掘り起こしにあたって

は、特に子どもの視点による新たな切り口を大切にします。 
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(２)宝をいかす 

   〇文化芸術資源、自然景観等の活用策を検討し、文化振興を担う人材の支援

として、既存の団体の活性化と新しい団体の創生を支援します。 

 

〇市民が文化芸術活動の場としてさまざまな公共施設や民間施設を活発に

利用出来るよう、施設活用策や活用に対する支援を検討します。 

 

 

 (３)宝を伝える 

〇古賀市が誇れる文化芸術資源、自然景観、文化芸術の振興を担う人材を

市内外の方に知ってもらうため、捉え方・見せ方の工夫をおこない、古

賀市の新しい文化的な魅力を広く伝えられるよう積極的に発信します。 

 

 

 (４)宝を守る 

〇文化芸術資源、自然景観、伝統ある芸能や行事等、またそれらに関する知

識、技能、資料等、古賀市の誇れる宝を後世に残すよう努めます。 

 
 

古賀市の個性を起こす(イメージ) 
 文化芸術をいかしたまちづくりに向け、市民と行政がともに、「個性を起こすス

パイラル」を取り組み、豊かなまちづくりを推進していきます。 

 

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

見つける 
文化芸術の宝を見つけます 

いかす 
文化芸術の宝を 

いかします 

守る 
文化芸術の宝を 

守ります 

伝える 
文化芸術の宝を伝えます 
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２ 古賀市の新しい魅力を興す 

文化芸術がもつ、福祉、教育、観光・産業振興、まちづくり等に貢献出来る

力を活用し、古賀市の新しい魅力を創出します。 

 

 

（１）人にやさしいまちづくり ～すべての人にとって文化芸術が身近に楽しめるまち～ 

     〇子どもの健やかな育ちのために文化芸術の力をいかし、子育て世代の

保護者を対象とした文化芸術事業を展開する、「子育てしやすい文化

芸術のまち古賀市」をめざします。 

     

  〇文化芸術の力をすべての人がよりよく生きるためにいかすと同時に、

元気なシニア層のパワーを文化芸術のまちづくりに活用します。 

     

 〇世代間、市内の各地域間、近隣市町とのつながりや国際交流の場面で

文化芸術をつうじた交流を促進します。 

 

    〇学校と連携して、子どもたちに文化芸術を体験・鑑賞する機会をつく

ります。 

 

 

（２）ざわめきづくり ～観光・産業振興と文化芸術～ 

     〇新たな視点で魅力を発見し、市内外に発信します。 

     

     〇「農」と「芸術」、「商」と「文化」等の異業種を組み合わせることで、

お互いの新たな魅力を発見し、活性化を図ります。 

     

   〇「新たな魅力を発見し、発信できる人材」を養成し、文化の仕掛け

人やコーディネーターとしていかします。 
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３ 誇りをおこす 

 文化芸術をとおして、個性を起こし、新しい魅力を興すことで、自分自身へ

の誇りと古賀市への誇りが生まれます。それは、人生・生活の質(ＱＯＬ)を高

め、自尊感情の高まりにつながり、生きる力となっていきます。 

また、その誇りは、古賀市を愛する心となり、地域に貢献する気持ちが生ま

れ、古賀市ならではの個性ある文化芸術の創造につながります。そして、その

気持ちをもって、市民一人ひとりが文化芸術の振興とともにまちづくりを担う

一員であることを自覚し、身近な問題に気づき、文化芸術に関わるＱＯＬの向

上を意識することで、古賀市文化芸術振興計画の目的である「文化芸術をいか

して人やまちを元気にする」ことにつながります。 

 

（１）文化芸術をとおして、誇りをおこす 

    〇「起こす」と「興す」の振興に力をいれ、市民一人ひとりが、個人、団

体、古賀市への誇りをもち、その気持ちを高められるよう努めます。 

 

 （２）おこした誇りを次世代に引き継ぐ 

    〇自分自身だけで完結せず、培った技能、能力、知識を、周りに発信、伝

承、還元するための機会を充実させ、豊かな古賀市を次世代に引き継い

でいくことに努めます。 

 

 

４ 環境づくり  

 

 文化芸術に関わるさまざまな活動の活性化を図るため、情報の収集・提供、人材

育成、ネットワークづくりをおこない、市民参画の視点をもって、交流、連携を促

進し、文化芸術において活動しやすい環境づくりを推進します。 

 

（１）文化芸術活動を支える環境づくり 

〇文化芸術に関わる活動をおこなう団体・個人の交流を図り、行政・企業・

学校・地域等と連携がもてるように支援をします。 

 

〇文化芸術に関する情報の収集・提供を一元化する等、文化芸術に対する

センター的機能の充実を図ります。 

     

〇福祉、教育、観光・産業振興等、他のジャンルと文化芸術をつなぐ「コ

ーディネーター」の育成をします。 

     

〇古賀市の文化芸術環境について市民が語りあえる場を設け、市民の文化

芸術環境の向上を図ります。 

 

〇施設整備をおこない、文化芸術活動がしやすい環境づくりに努めます。 
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第４章 古賀市文化芸術振興計画の推進について 

 

１ 計画の推進 

  

(１)計画の啓発 

    本計画は、文化のまちづくりにおいて市民・団体・行政がともに文化芸

術の担い手であることを認識し、さまざまな活動を豊かに進め、活力ある

地域づくりを推進していこうとするものです。 

      このため、計画の内容を市民に理解していただき、ともに振興していく

ために、あらゆる機会を捉えて、計画の内容等について啓発していきます。 

 

 

(２)推進状況の確認をする仕組みづくり 

    本計画の推進は、計画に基づいて策定されたアクションプランにより行

われます。 

また、アクションプランは、古賀市文化芸術振興条例に基づき設置され

た古賀市文化芸術審議会によって推進状況を確認していきます。しかしな

がら、文化芸術の何をもって推進基準とするかはとても難しいものがあり、

市民ニーズのみを優先することも、あるいは集客率や収益効果数値のみを

追求していくことも、本計画がめざす文化芸術の振興とはかけ離れてしま

います。 

      このため本計画においては、目的である「文化芸術をいかして人やまち

を元気にする」ことに重点を置いて推進状況を確認します。 

行政とともに市民一人ひとりが、本計画が示す文化芸術の振興の目的を

理解し、意識して行動をおこすことが、数値だけでは捉えきれない文化芸

術振興の推進をする上で最も重要であると考えます。 

       

 

 

 

計画         年度 
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ 

 

文化芸術振興 

アクションプラン 

 

古賀市文化芸術 

振興計画 

 

前
期
開
始 

   

推
進
状
況
の
確
認 

後
期
開
始 
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資料編 
 ①古賀市文化芸術審議会 資料 

   審議会・作業部会の活動内容 

   審議会・作業部会の名簿 

 ②古賀市文化芸術条例 

 ③文化芸術に関する過去１０年間の活動 
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古賀市文化芸術審議会の審議内容 

審
議
会
内
容 

  

    回数 開催日 内容 

  
21

年

度 

第 1回 9月 30日 
・会議運営について、会長・副会長の選出 

・古賀市文化芸術振興条例について、古賀市の現状について 

  
第 2回 2月 25日 

・古賀市の現状と課題について 

・平成22年度の取組と課題について 

  

22

年

度 

第 3回 5月 25日 
・現状と課題の整理について 

・今後の審議会の進め方について 

  
第 4回 8月 3日 

・第 4次古賀市総合振興計画の概要について 

・講話「地域における文化芸術の役割について」   

  
第 5回 11月 22日 

・講話「文化振興基本計画の役割について」 

・みあけ史跡公園の開園について   

  
第 6回 3月 29日 

・平成22年度の主な文化芸術活動について 

・平成23年度のスケジュールについて   

  

23

年

度 

第 7回 5月 31日 
・平成23年度の古賀市文化芸術活動予定について 

・作業部会の設置について 

  
第 8回 10月 13日 

・作業部会報告（文化芸術関係団体アンケート結果について、 

審議内容について、今後の作業部会の審議事項について） 

  
第 9回 1月 16日 

・作業部会報告（文化芸術関係団体ヒアリング結果について、 

審議内容について、今後の作業部会の審議事項について） 

  
第 10回 3月 29日 

・第 4次古賀市総合振興計画（議決後）について 

・作業部会報告（他都市の事例研究について） 

  

24

年

度 

第 11回 6月 25日 

・作業部会報告 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）について 

・平成24年度の進め方について 

  

第 12回 3月 27日 

・(仮称)古賀市生涯学習センター及び周辺施設整備事業設計業務 

公募型プロポーザル審査結果について 

・作業部会報告 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）について 

・平成25年度の審議会日程及び内容について 

  

25

年

度 

第 13回 5月 28日 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）について 

・古賀市文化芸術振興アクションプラン(仮称)について 

・平成25年度の審議会日程及び内容について 

  

第 14回 6月 21日 

・前回審議会の意見を踏まえた対応及び変更ポイントについて 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）について 

・古賀市文化芸術振興アクションプラン(仮称)について 

  

第 15回 7月 8日 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）及び古賀氏文化芸術振興 

アクションプラン(仮称)について 

・平成25年度の進め方について 

  

第 16回 8月 27日 

・パブリックコメントで提出された意見及び回答について 

・答申(案)について 

・平成25年度の審議会日程及び内容について 

  

第 17回 9月 24日 

 

・古賀市文化芸術振興計画(案)を市長へ提出 
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作
業
部
会
内
容 

  
古賀市文化芸術審議会作業部会の審議内容 

    回数 開催日  

  

23

年

度 

第 1回 6月 24日 
・部会長、副部会長選出 

・古賀市文化芸術振興計画（仮称）の考え方 

  
第 2回 7月 22日 

・アンケート調査について（内容の検討） 

※8月 23日に 15団体へ発送 

  
第 3回 9月 30日 

・アンケート調査について（結果の分析） 

※15団体中12団体より回答を得た 

  
第 4回 11月 1日 

・アンケート調査を終えた今後の進め方について 

・小中学校における文化芸術に関する行事等の実施状況について   

  

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 11月21日 
・市民劇団ダイコーン・文化協会・よさこい古賀連・写団こが・エコけん

（５団体）   

  
ﾋｱﾘﾝｸﾞ 11月29日 

・アートもん・文化のまちづくりの会・市民吹奏楽団・古賀新宮子ども劇

場（４団体）   

  
ﾋｱﾘﾝｸﾞ 12月 4日 

・第九を歌う会・ミュージカルオペラｋ･ｉ・市民オーケストラ 

（３団体） 

  
第 5回 12月12日 ・ヒアリング結果のまとめ 

  
第 6回 2月 17日 

・他都市の文化芸術振興計画を参考にした古賀市の振興計画の構想につい

て 

  
第 7回 3月 1日 ・古賀市文化芸術振興計画の姿について（ＫＪ法による項目整理） 

  

24

年

度 

第 8回 4月 24日 ・前回（３月）作成した図表へ追加したい項目を整理してまとめる。 

  
第 9回 5月 22日 ・図表のカテゴリーを整理し、項目をさらに仕分ける。 

  
第 10回 7月 24日 ・「宝をみつける」の分野の内容を深める。 

  
第 11回 8月 21日 ・「今あるものの活性化」の分野の内容を深める。 

  
第 12回 9月 25日 ・「センター機能（研修棟建て替え含む）」の分野の内容を深める。 

  
第 13回 11月 6日 ・「人にやさしい①②」の分野の内容を深める。 

  
第 14回 12月18日 ・「人にやさしい③」「ざわめきづくり」の分野の内容を深める。 

  
第 15回 1月 28日 ・「宝を見つけ・伝える」の内容を整理する。 

  
第 16回 2月 12日 ・「今あるものを活性化する」「環境整備の充実」の内容を整理する。 

  
第 17回 2月 25日 ・「人にやさしい」「ざわめきづくり」の内容を整理する。 

  25

年

度 

第 18回 8月 20日 

・パブリックコメントを受けた古賀市文化芸術振興計画に関する協議 

・提出された意見報告 

・計画及びアクションプランに対する反映について 
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古賀市文化芸術審議会委員名簿 

NO 名 前 所   属   等 備    考 

1 土師 武 元古賀市教育委員会教育委員長 
平成２１年９月～ 

2 緒方 泉 九州産業大学美術館教授 
平成２１年９月～ 

3 古賀 弥生 NPOアートサポートふくおか代表 
平成２１年９月～ 

4 坂崎 隆一 古賀市文化のまちづくりの会 
平成２１年９月～ 

5 中山 早由利 NPO法人古賀新宮子ども劇場 
平成２１年９月～ 

6 篠﨑 康子 元民生委員(市民公募) 
平成２１年９月～ 

7 橋本 京子 
コスモス市民講座スタッフ 

(市民公募) 

平成２１年９月～ 

8 結城 俊子 NPO法人古賀市文化協会会長 
平成２２年４月～ 

9 村山 美帰子 古賀市歴史資料館館長 
平成２５年４月～ 

10 髙田 寿美 古賀竟成館高等学校教諭 
平成２５年４月～ 

11 石井 忠 元古賀市歴史資料館館長 
平成２１年９月～

平成２５年３月 

12 岩村 慶悟 元古賀中学校教諭 

平成２１年９月～

平成２２年４月 

平成２３年４月～

平成２５年３月 

13 石橋 早苗 元古賀中学校教諭 
平成２２年４月～

平成２３年３月 
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○古賀市文化芸術振興条例 

平成20年 12月 19日 

条例第30号 

前文 

豊かな自然と人々との交流が古賀市の歴史を刻み、文化を育んできた。 

東には西山・犬鳴の山々が連なり、山塊から浸み出した水は、清流となって花鶴川に集まり、玄

界灘に注ぐ。 

西に広がる玄界灘は、海の十字路と言われ、太古のかなたより大陸・朝鮮半島文化が往来してき

たところであり、海に向かって大きく、弧状に広がる海岸は古代から数々の文化を受け入れてきた。

この海岸の白砂青松は、防風・防砂林として長い歳月をかけて守り続けられ、河川の両翼に広がる

沃野は、古代から今日に至るまで、生活居住地や生産活動の場となっている。 

遥か都へ通ずる太宰官道から近世の唐津街道にいたる路は、連綿として文化を運び続け、今日そ

の役割は、国道3号・九州自動車道・鹿児島本線の交通の動脈となって生き続けている。 

文化は、人々の生活の向上と共に発展・進化し形成されてきたものであり、そこから生きていく

喜びや感性が磨かれ、伝統芸能をはじめ、美術や音楽、文字による表現など多種多様な芸術が生ま

れた。 

うるわしき古賀の風土と歴史に培われ、育まれてきた文化芸術の有形無形の資産は、脈々と私た

ちの中に流れ続け、蓄積し続けている。こうして受け継がれてきた古賀市民の文化的感性を一層高

め、希望に満ちた古賀市の未来を創るため、すべての市民が文化芸術活動に参加し、その恩恵を享

受することを願い、この条例を制定するものである。 

 

(目的) 

第１条 この条例は、文化芸術の振興について基本理念を定め、並びに市、市民及び民間団体等が

果たすべき役割を明らかにするとともに、文化芸術の振興に関する基本となる事項を定めること

により、本市における文化芸術の振興を図る施策を総合的に推進し、もって心豊かな市民生活の

実現及び活力ある地域社会の形成に寄与することを目的とする。 

 

(定義) 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

⑴ 文化芸術 美術、音楽、演劇、伝統芸能その他の芸術並びに地域の伝統及び生活に根ざした

文化をいう。 

⑵ 市民 市内に居住、通勤及び通学する者並びに市内を活動の場とする個人をいう。 

⑶ 民間団体等 市内の企業、学校、民間非営利団体及び地域団体等をいう。 

 

(基本理念) 

第３条 文化芸術の振興に当たっては、市民一人ひとりがその担い手であるということを踏まえ、

市民及び民間団体等の主体性及び創造性が十分に尊重されなければならない。 

２ 文化芸術の振興に当たっては、すべての人々が多様な文化芸術を創造し、享受する権利を有し

ていることにかんがみ、市民が文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造することがで

きる環境の整備が図られなければならない。 

３ 文化芸術の振興に当たっては、将来にわたる文化芸術の持続的な発展のため、文化芸術活動へ

の高い関心及び豊かな創造性を持つ人材の育成を図るよう努めなければならない。 
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４ 文化芸術の振興に当たっては、市民が地域への誇りと愛着を深められるよう、市内の各地域で

培われてきた伝統、歴史、風土等に十分配慮し、その保存及び継承を図るとともに、新たな文化

芸術の創造が促進されなければならない。 

 

(市の役割) 

第４条 市は、前条の基本理念に基づき、文化芸術の振興を図るための施策を総合的かつ計画的に

実施するよう努めるものとする。 

２ 市は、文化芸術の振興を図るための施策の実施に当たっては、市民及び民間団体等が自主的か

つ創造的に活動できるよう、市民及び民間団体等との連携に努めるものとする。 

３ 市は、実施する各種の施策において、文化芸術の振興を図る視点を取り入れるよう配慮に努め

るものとする。 

４ 前３項に定めるもののほか、市は、文化芸術の振興を図るため必要な措置を講ずるよう努める

ものとする。 

 

(市民の役割) 

第５条 市民は、自らが文化芸術の担い手であることを自覚し、自主的かつ創造的な文化芸術活動

を行うとともに、広く文化芸術に対する理解を深め、市民相互で連携及び協調して文化芸術の振

興を図るよう努めるものとする。 

 

(民間団体等の役割) 

第６条 民間団体等は、地域社会の一員であるとの認識の下、自主的に文化芸術活動を行うととも

に、市民の文化芸術活動の支援に努めるものとする。 

 

(施策の立案及び実施に係る基本方針) 

第７条 市は、文化芸術の振興を図る施策の立案及び実施に当たっては、第３条及び次に掲げる事

項を基本とし、各施策の計画的な推進を図るものとする。 

⑴ 地域の文化芸術に係る資源及び人材を活用し、個性と魅力に富んだ特色ある文化芸術活動を

促進するとともに、国内外との文化芸術に係る交流を図ること。 

⑵ 優れた文化芸術に触れる機会の提供その他青少年が自主的に文化芸術活動を行うことができ

る環境の整備を図り、幅広い文化芸術の担い手を育成すること。 

⑶ 文化財並びに地域固有の文化芸術を将来にわたって保存し、及び次世代に継承すること。 

 

(審議会の設置) 

第８条 市における文化芸術の振興を推進するため、古賀市文化芸術審議会(以下「審議会」という。)

を置く。 

２ 審議会は、文化芸術の振興に関する事項について、市長の諮問に応じて調査及び審議し、答申

する。 

３ 審議会は、文化芸術の振興に関する事項について、市長に意見を述べることができる。 

４ 審議会は、委員１０人以内をもって組織する。 

５ 委員は、文化芸術に関し識見を有する者、市民及び民間団体等を代表する者のうちから、市長

が委嘱する。 
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６ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

７ 委員は、再任されることができる。 

 

(委任) 

第９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

 

(施行期日) 

１ この条例は、平成２１年４月１日から施行する。 

 

(古賀市特別職の職員及び教育長の給与等に関する条例の一部改正) 

２ 古賀市特別職の職員及び教育長の給与等に関する条例（昭和３７年条例第４号)の一部を次のよ

うに改正する。 

〔省略〕 
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心
元

気
に

な
～

れ

コ
ン

サ
ー

ト
」Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

地
球

の
ス

テ
ー

ジ
桑

山
紀

彦

こ
と

け
ん

カ
ル

タ

第
３

次

総
合

振
興

計
画

策
定

市
制

１
０

周
年

記
念

行
事

第
４

次

総
合

振
興

計
画

策
定

古
賀

駅
前

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

設
置

公
共

空
間

景
観

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

策
定

Ｊ
Ｒ

し
し

ぶ
駅

オ
ー

プ
ン

駅
前

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

設
置

Ｊ
Ｒ

古
賀

駅
駅

舎
内

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ホ
ー

ル
の

活
用

『ア
ー

ト
ウ

ォ
ー

ル
』
の

新
規

設
置

分

都
市

景
観

賞

『ア
ー

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

』

（文
化

庁
）

ア
ー

ト
ラ

ン
ド

大
作

戦
（
グ

リ
ー

ン
パ

ー
ク

）

エ
コ

ロ
の

森

F
U

K
U

O
K
A

打
ち

水
大

作
戦

み
あ

け
史

跡
公

園
開

園

青
柳

む
ー

み
ん

の
樹

交

流
会

「む
ー

み
ん

の
木

の
う

た
」で

き
る

ラ
イ

ブ
・ス

ケ
ー

ツ

オ
ー

プ
ン

い
の

ち
輝

く
ま

ち
こ

が

ア
ダ

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム

開
始

屋
外

違
反

広
告

物

「簡
易

除
却

制
度

」

開
始

（都
市

計
画

）

古
賀

市
環

境
課

と

ほ
た

る
の

会
の

「水
辺

の
楽

校
」
開

始

古
賀

駅
西

口
に

ラ
ン

タ
ン

オ
ブ

ジ
ェ

設
置

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

啓
発

（福
祉

）

第
３

次

国
土

利
用

計
画

策
定

古
賀

市
都

市
計

画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン

『ア
ー

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

』

古
賀

の
魅

力
再

発
見

コ
ン

テ
ス

ト
（
―

あ
な

た
が

描
く
コ

ガ
ノ

イ
イ

ト
コ
―

）

元
気

ア
ッ

プ
チ

ャ
レ

ン
ジ

フ
ォ

ー
ラ

ム

フ
ル

ー
ト

演
奏

小
野

小
学

校
「子

ど
も

ホ

タ
レ

ン
ジ

ャ
ー

」で
環

境
大

臣
賞

受
賞

環
境

市
民

会
議

設
立

・
第

一
部

講
演

「こ
れ

か
ら

の
女

と
男

の
い

い
関

係
」樋

口
恵

子

・
第

二
部

映
画

「学
校

」

古
賀

市

環
境

フ
ォ

ー
ラ

ム

ノ
ー

リ
ー

ン
・モ

リ
オ

カ
氏

に
よ

る
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
・ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

（エ
コ

ロ
の

森
）

人
権

週
間

神
田

紅
「伝

統
社

会
と

私
の

生
き

方
」

朗
読

ラ
イ

ブ
「
私

に
し

か
聞

こ
え

な
い

声
」
表

現
塾

み
ん

な
の

人
権

セ
ミ

ナ
ー

川
村

妙
慶

環
境

基
本

計
画

策
定

人
権

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト

定
住

促
進

P
V

コ
ガ

P
V

鹿
部

田
渕

遺
跡

が

県
指

定
史

跡
に

自
衛

隊

コ
ン

サ
ー

ト
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分
類

ア
ジ

ア
太

平
洋

こ
ど

も
会

議

市
の

国
際

交
流

補
助

制
度

外
国

語
・

異
文

化
教

室

（
調

査
中

）
ガ

ー
デ

ニ
ン

グ
小

物
づ

く
り

リ
サ

イ
ク

ル
お

作
法

絵
画

　
他

ガ
ー

デ
ニ

ン
グ

絵
手

紙
伝

承
遊

び
日

曜
大

工
　

他

布
の

お
も

ち
ゃ

・
本

づ
く
り

着
付

講
座

絵
画

教
室

　
他

フ
ラ

ワ
ー

ア
レ

ン
ジ

メ
ン

ト
囲

碁
講

座
園

芸
・
盆

栽
講

座
　

他

植
物

と
生

活
空

間
親

父
の

食
と

調
理

古
賀

の
歴

史
や

文
化

を
知

ろ
う

　
他

古
賀

と
地

域
を

知
る

親
父

の
食

と
調

理
貴

方
も

素
敵

な
パ

フ
ォ

ー
マ

ー
も

の
づ

く
り

・
木

工
　

他

古
賀

と
地

域
を

知
る

体
と

言
葉

で
表

現
し

よ
う

も
の

づ
く
り

・
木

工
　

他

歩
き

ん
し

ゃ
い

古
賀

と
地

域
を

知
る

親
父

の
食

と
調

理
は

じ
め

て
の

デ
ジ

カ
メ

　
他

古
賀

の
地

域
を

知
る

み
ん

な
で

パ
フ

ォ
ー

マ
ー

ジ
オ

ラ
マ

に
挑

戦
撮

っ
て

楽
し

む
写

真
親

父
の

食
と

調
理

　
　

他

N
P

O
設

立
し

ま
専

科
夜

空
の

散
歩

コ
ス

モ
ス

コ
ン

サ
ー

ト

ジ
ャ

ズ
の

文
化

　
他

版
画

づ
く
り

絵
手

紙
籠

編
み

大
人

の
塗

り
絵

お
茶

の
い

れ
か

た
　

他

学
び

を
活

か
す

た
め

の
地

域
で

の
文

化
の

講
座

や
事

業

コ
ス

モ
ス

市
民

講
座

を
は

じ
め

と
し

た
各

種
生

涯
学

習
講

座

市
内

か
ら

生
ま

れ
た

国
際

交
流

事
業 文

化
に

よ
る

シ
テ

ィ
セ

ー
ル

ス

食
文

化
農

村
文

化

商
店

街
を

中
心

に
し

た
街

の
に

ぎ
わ

い
と

文
化

食
の

祭
典

え
ん

ぴ
つ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（イ
ン

ド
ネ

シ
ア

）

青
柳

小
と

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

と
の

交
流

市
制

１
０

周
年

記
念

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ

ジ
オ

「
ふ

る
さ

と
自

慢

う
た

自
慢

」公
開

録
音

食
品

フ
ェ

ア

博
多

大
吉

ふ
る

さ
と

大
使

凱
旋

公
演

ま
ん

ま
実

～
や

博
多

駅
で

食
文

化
P

R
ま

ん
ま

実
～

や
が

N
H

K
 B

S-h
i

「
街

道
て

く
て

く
旅

」に
出

演

文
化

協
会

２
０

周
年

記
念

日
韓

文
化

交

流
事

業

外
国

人
向

け
日

本
語

講
座

（
公

民
館

）

「ア
イ

ラ
ン

ド
花

ど
ん

た

く
」に

市
を

代
表

し
て

玄

海
太

鼓
出

演

N
H

K
健

康
フ

ェ
ア

・
平

野
レ

ミ

・
鶴

見
し

ん
ご

他

「
ヤ

ミ
イ

チ
」
オ

ー
プ

ン

博
多

大
吉

ふ
る

さ
と

大
使

に
就

任

ふ
る

さ
と

納
税

の

P
R
を

図
る

「ふ
る

さ
と

の
会

」

古
賀

市
農

産
物

P
R
施

設
コ

ガ
ノ

ヤ
設

置

コ
ガ

ク
ッ

キ
ン

グ

ノ
ー

ト

ス
イ

ー
ツ

コ
ー

ン
祭

り
ん

ぽ
・カ

ー
ニ

バ
ル

土
曜

夜
市

韓
国

語
・韓

国
文

化
講

座

西
っ

子
松

原

国
際

交
流

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

リ
ー

ダ
ー

塾

農
業

女
性

の
つ

ど
い

劇
団

「座
・
農

業
お

ば
さ

ん
」浜

地
か

ね
子

さ
ん

講

演
・実

演

講
演

会
「食

卓
の

向
こ

う

K
-
1グ

ラ
ン

プ
リ

ク
リ

ス
マ

ス
市

民
祭

コ
ガ

ビ
ー

チ
フ

ェ
ス

タ

受
入

国
の

来
日

中
止

モ
ン

ゴ
ル

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

の
影

響
で

中
止

モ
ル

ジ
ブ

サ
モ

ア
パ

ラ
オ

タ
ヒ

チ
ト

ン
ガ

中
国

予
定

（新
型

イ
ン

フ
ル

エ

ン
ザ

の
た

め
中

止
）

自
治

体
単

位
で

の
受

け
入

れ
か

ら
、

世
帯

単
位

の
受

け
入

れ
に

変
更

香
港

・
パ

キ
ス

タ
ン

・
モ

ン
ゴ

ル
・フ

ィ
ジ

ー
・ツ

バ
ル

・フ
ィ

リ
ピ

ン
・
ス

リ
ラ

ン
カ

食
の

祭
典

ま
ん

ま
実

～
や

発
足

千
鳥

綾

（現
：五

十
川

綾
）

ふ
る

さ
と

大
使

に
就

任

食
の

ま
つ

り

静
太

郎

ふ
る

さ
と

大
使

に
就

任

子
ど

も
が

考
え

る
新

・

郷
土

料
理

コ
ン

テ
ス

ト

（
青

少
年

育
成

課
）

舞
の

里
小

と
の

交
流

ひ
だ

ま
り

ま
つ

り

青
柳

地
区

で

寺
子

屋
事

業
開

始

ア
ン

ビ
シ

ャ
ス

（
第

三
期

）
ア

ン
ビ

シ
ャ

ス
（第

二
期

）

地
域

公
民

館
（分

館
活

動
）

小
野

地
区

で
野

幸
山

幸

小
野

ま
つ

り
始

ま
る

農
業

振
興

ヒ
ー

ロ
ー

ヨ
メ

ニ
コ

ー
ン

改

薦
野

子
供

仁
和

加
N

H
K
福

岡
の

ド
ラ

マ
に

出
演

「サ
ウ

ン
ド

オ
ブ

ミ
ュ

ー
ジ

ッ

ク
」P

R
で

N
H

K
昼

ど
き

日
本

列
島

」に
出

演

九
州

大
学

サ
マ

ー
コ

ー
ス

ホ
ス

ト
フ

ァ
ミ

リ
ー

補
助

こ
が

え
き

ス
ポ

赤
星

信
子

さ
ん

を

招
聘

し
絵

画
教

室

を
開

催

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

Ｐ
Ｒ

に
よ

る
ラ

ジ
オ

を
使

っ
た

古
賀

市
の

シ
テ

ィ
セ

ー
ル

ス

生
涯

学
習

リ
ー

ダ
ー

塾

み
か

ん
の

文
化

祭
コ

ス
モ

ち
ゃ

ん

食
の

文
化

祭
「食

べ
た

い
古

賀
産

元

気
な

野
菜

」

講
演

会
・交

流
会

農
業

女
性

の
つ

ど
い

佐
藤

剛
史

・粗
忽

家
酔

書

農
業

女
性

の
集

い

安
武

信
吾

「古
賀

で
ご

ち
そ

う

さ
ま

」発
行

千
鳥

綾
（現

：五
十

川
綾

）

ま
つ

り
古

賀
出

演

古
賀

南
区

文
化

祭
（公

民
館

建
設

３
周

年
記

念
)

バ
ス

ハ
イ

ク
と

観
察

マ
ッ

プ

作
成

古
賀

市
半

面
会

こ
ど

も
に

わ
か

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ

ジ
オ

出
演

遺
作

展
（生

涯
学

習
課

）

み
か

ん
の

レ
シ

ピ
集

市
観

光
協

会
設

立

コ
ガ

ブ
ラ

イ
ト

フ
ェ

ス
タ

次
世

代
に

伝
え

た
い

農
家

の

料
理

教
室
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分
類

学
校

教
育

の
動

き

う
ち

県
民

文
化

祭
(鑑

賞
事

業
・
分

野
別

事
業

）

国
民

文
化

祭
ア

ク
ロ

ス
福

岡

う
ち

県
民

文
化

祭
（
創

造
事

業
）

国
や

県
、

公
益

法
人

等
と

協
働

し
た

文
化

芸
術

事
業

（
鑑

賞
・
人

材
育

成
）

青
少

年
向

け
文

化
芸

術
体

験
事

業

社
会

教
育

の
動

き

文
化

の
人

材
育

成
や

活
動

基
盤

整
備

、
気

運
づ

く
り

市
民

活
動

人
材

育
成

講

座
「
伝

わ
る

広
報

を
目

指

そ
う

」

少
年

の
船

（沖
縄

県
・鹿

児
島

県
な

ど
）

古
賀

竟
成

館
高

校
の

生
徒

が
「同

和
問

題
を

考
え

る
市

民
の

つ
ど

い
」の

ロ
ゴ

を
作

成

・
文

化
の

ま
ち

づ
く
り

リ
ー

ダ
ー

育
成

・音
楽

が
響

く
ま

ち
づ

く
り

・文
化

芸
術

の
ま

ち
づ

く
り

・
大

学
と

の
連

携
協

力

（文
化

庁
）

「文
化

芸
術

に
よ

る
創

造
の

ま
ち

支
援

事
業

」

～
地

域
文

化
リ

ー
ダ

ー
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

～

ふ
く
お

か
文

化
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

（大
宰

府
市

開
催

）

文
化

庁

舞
台

芸
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

「
１

２
匹

の
ネ

コ
」

（地
域

創
造

）

公
共

ホ
ー

ル

音
楽

活
性

化
事

業
・
リ

ー
パ

ス
コ

ン
サ

ー
ト

・
市

内
３

中
学

校
と

１
高

校
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

福
岡

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

・ア

ジ
ア

公
演

（福
岡

県
民

文
化

祭
鑑

賞
事

業
)

和
谷

泰
扶

ク
ラ

シ
ッ

ク

ハ
ー

モ
ニ

カ
コ

ン
サ

ー
ト

（
古

賀
市

主
催

・
三

井
住

友
文

化
財

団
派

遣
公

演
）

市
民

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（直
営

）

分
野

別
事

業

糟
屋

地
区

中
学

校

文
化

連
盟

発
表

会

IT
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（り

ん
ぽ

・か
ん

）

地
元

作
家

展

中
野

良
廣

氏

辞
書

引
き

学
習

講
演

会
(花

鶴
小

)

地
元

作
家

展

北
畠

石
聊

展

か
す

や
喜

楽
塾

の
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

市
民

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（委
託

）

古
賀

竟
成

館
高

校
ベ

ー
シ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

コ
ー

ス
設

置

古
賀

西
小

学
校

サ
ン

ド
ア

ー
ト

（
砂

の
芸

術
）
事

業

ア
ー

ト
バ

ス
ア

ー
ト

バ
ス

（委
託

）

ア
ー

ト
バ

ス
（青

少
年

総
合

セ
ン

タ
ー

）

福
岡

県
移

動
美

術
館

展

「ケ
ン

ビ
が

ま
ち

に
や

っ

て
く
る

」
（福

岡
県

立
美

術
館

所
蔵

展
巡

回
展

）

地
元

作
家

展

岩
村

慶
悟

氏

地
元

作
家

展

赤
星

信
子

氏

文
化

創
造

の
集

い

県
民

文
化

祭

地
域

別
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

「芸
術

文
化

の
つ

ど
い

」

～
芸

能
の

祭
典

～

第
１

９
回

国
民

文
化

祭
・ふ

く
お

か
文

化
2
004

「と
び

う
め

国
文

祭
」

第
１

９
回

国
民

文
化

祭
・

ふ
く
お

か
文

化
祭

20
03

「
こ

ど
も

文
化

祭
inK

O
G

A
」

ふ
く
お

か
文

化

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム

分
野

別
事

業

糟
屋

地
区

中
学

校

文
化

連
盟

発
表

会

古
賀

市
文

化
の

ま
ち

づ
く
り

リ
ー

ダ
ー

会
議

→
古

賀
市

文
化

の
ま

ち
づ

く
り

の
会

「
こ

が
っ

ち
検

定
」

古
賀

竟
成

館
高

校

ベ
ー

シ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

卒
業

制
作

展

文
化

芸
術

審
議

会
設

置
文

化
芸

術
条

例
制

定

土
曜

絵
画

教
室

子
ど

も
美

術
展

子
ど

も
ア

ー
ト

教
室

IT
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
（公

民
館

研
修

棟
）

地
元

作
家

展

加
藤

誠
一

氏

コ
ス

モ
ッ

ク
ス

ま
つ

り

千
鳥

児
童

セ
ン

タ
ー

設
置

第
二

回
第

三
回

第
四

回

第
1
2
回

高
校

生
国

際

美
術

展
で

グ
ラ

ン
プ

リ
賞

公
募

型
補

助
金

制
度

の

開
始

（県
民

文
化

祭
）

ふ
く
お

か
文

化
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
フ

ォ
ー

ラ
ム

（古
賀

市
開

催
）

小
中

学
校

聴
講

生
制

度
開

始

部
活

動
外

部
講

師
派

遣
事

業
開

始

古
賀

西
小

校
区

育
成

会

砂
の

芸
術

「魔
笛

」
「
サ

ウ
ン

ド
オ

ブ
ミ

ュ
ー

ジ
ッ

ク
」

「オ
ズ

の
魔

法
使

い

～
舞

里
の

不
思

議
な

大

冒
険

～
」

「青
い

鳥
」

「舞
姫

の
古

賀
絵

巻
」

「ア
モ

リ

～
精

霊
の

旅
～

」

「
彼

方
へ

愛
と

希
望

と
勇

気
と

」

文
化

庁

舞
台

芸
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

「セ
ロ

弾
き

の
ゴ

ー
シ

ュ
」

（文
化

庁
）

文
化

芸
術

に
よ

る

ま
ち

づ
く
り

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

(文
化

庁
)

ア
ー

ト
ラ

ン
ド

大
作

戦

（グ
リ

ー
ン

パ
ー

ク
）

ア
ー

ト
ラ

ン
ド

大
作

戦

（写
真

展
）

文
化

庁

舞
台

芸
術

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

「中
国

書
画

コ
ン

サ
ー

ト
」

ア
ク

ロ
ス

福
岡

と
共

催
し

「ア

ク
ロ

ス
レ

イ
ン

ボ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
」
を

実
施

福
岡

女
学

院
看

護
大

学

と
の

官
学

連
携

協
定

糟
屋

地
区

８
市

町
と

福

岡
教

育
大

学
の

官
学

連

携
協

定

ア
ク

ロ
ス

福
岡

と

共
催

で
オ

ペ
ラ

移

動
教

室
「泣

い
た

赤
鬼

」を
実

施

（古
賀

北
中

学
校

）

文
化

振
興

計
画

策
定

歴
史

資
料

館
で

博
物

館
学

実
習

の

受
入

開
始

文
化

財
保

護

審
議

会
設

置

展
覧

会

高
橋

学
氏

(ま
ち

づ
く
り

の
会

）

古
賀

東
小

「
く
じ

ら
ぐ

も
」

古
賀

竟
成

館
高

校
の

生
徒

が

九
州

歴
史

資
料

館
の

ロ
ゴ

原

案
を

作
成

福
岡

県
移

動
美

術
館

展

高
野

野
十

郎
展

（福
岡

県
立

美
術

館
所

蔵
展

巡
回

展
）

宝
く
じ

カ
ジ

ュ
ア

ル
ク

ラ

シ
ッ

ク
コ

ン
サ

ー
ト

花
見

小
学

校

砂
の

芸
術

P
T
A

広
報

講
座

（ア
ク

ロ
ス

福
岡

と
共

催
）

ア
ク

ロ
ス

・
レ

イ
ン

ボ
ー

コ
ン

サ
ー

ト

文
化

の
裾

野
を

広
げ

る
た

め
の

広
報

担
当

者
サ

ポ
ー

ト
講

座

美
術

館
巡

り

（生
涯

学
習

課
）

25年
度

高
等

学
校

総
合

体
育

大
会

・
福

岡
県

高
等

学
校

体

育
連

盟
公

式
マ

ス
コ

ッ
ト

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

に
採

択

福
岡

県
教

育
委

員
会

読
書

リ
ー

ダ
ー

養
成

事
業

小
・
中

学
生

読
書

リ
ー

ダ
ー

活
動

推
進

事
業

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

リ
ー

ダ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(R
L
P

)

文
化

サ
ロ

ン
「寅

さ
ん

と
語

る
古

賀
の

文
化

」

文
化

協
会

30周
年

青
少

年
プ

ラ
ン

制
定

文
化

協
会

が
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法

人
格

を
取

得

文
化

協
会

2
0
周

年

「社
会

教
育

課
」と

「文
化

の
ま

ち
づ

く
り

の
会

」実
践

報
告

図
書

館
ど

よ
う

お
は

な
し

会
・
赤

ち
ゃ

ん
お

は
な

し
会

・
小

さ
い

子
の

お
は

な
し

会

ど
よ

う

お
は

な
し

会

通
算

10
,00

0回

赤
ち

ゃ
ん

お
は

な
し

会

通
算

1
00回

（ア
ク

ロ
ス

福
岡

と
共

催
）

ア
ク

ロ
ス

・レ
イ

ン
ボ

ー

コ
ン

サ
ー

ト



西
暦

2
0
0
1

2
0
0
2

2
0
0
3

2
0
0
4

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9

2
0
1
0

2
0
1
1

2
0
1
2

2
0
1
3

和
暦

（平
成

）
1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

分
類

第
４

回
第

５
回

第
６

回
第

７
回

第
８

回
第

９
回

　第
1
0
回

第
１

回
沖

縄
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

第
３

回
よ

み
が

え
れ

青
春

第
４

回
津

軽
三

味
線

博
多

を
紡

ぐ

第
５

回
第

６
回

山
内

恵
介

第
１

回
・
福

岡
サ

ロ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

・
古

賀
東

小
学

校
「
東

の
風

合
唱

団
」

第
２

回
・福

岡
サ

ロ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

・青
柳

小
学

校
「青

柳
ス

マ
イ

ル
コ

ー
ラ

ス
」

第
３

回
・
福

岡
サ

ロ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

・
古

賀
市

少
年

少
女

合
唱

団
・
女

声
コ

ー
ラ

ス
ア

マ
ー

ビ
レ

第
４

回
・fukuoka c

om
m

u
nity gospe

l
choir
・古

賀
高

等
学

校

第
５

回
・村

岡
ゆ

き
え

と
福

岡
サ

ロ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

・古
賀

新
宮

子
ど

も
劇

場

第
６

回
・福

岡
サ

ロ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

・吉
田

由
香

第
７

回
・B

e in
 V

oices

第
８

回
九

州
管

楽
合

奏
団

（ジ
ャ

ズ
）

第
９

回
九

州
管

楽
合

奏
団

（
ジ

ャ
ズ

）
指

揮
：
清

水
万

敬
二

胡
：
楊

藝
、

篠
笛

：藤
舎

元
生

第
１

０
回

・ザ
・ビ

ッ
グ

ジ
ャ

ズ
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ

・市
民

劇
団

D
A

IC
O

O
N

第
１

１
回

・
オ

ー
ル

ス
タ

ー
ズ

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

・
市

民
劇

団
　

D
A

IC
O

O
N

第
１

２
回

・H
U

E
・市

民
劇

団
　

D
A

IC
O

O
N

第
１

１
回

第
１

２
回

第
１

３
回

第
１

４
回

第
１

５
回

第
１

６
回

第
１

７
回

第
１

８
回

第
１

９
回

第
２

０
回

第
２

１
回

第
２

２
回

第
２

３
回

第
２

０
回

第
２

１
回

第
２

２
回

第
２

３
回

第
２

４
回

第
２

５
回

第
２

６
回

第
２

７
回

第
２

８
回

第
２

９
回

第
３

０
回

第
３

１
回

第
３

２
回

第
１

６
回

第
１

６
回

第
１

７
回

第
１

８
回

第
１

９
回

第
２

０
回

第
２

１
回

第
２

２
回

第
２

３
回

第
２

４
回

第
２

５
回

第
２

６
回

第
２

７
回

ス
ト

ー
リ

ー
の

中
に

溶
け

込
む

第
3
3
回

第
3
4
回

第
3
5
回

第
3
6
回

第
3
7
回

第
3
8
回

第
3
9
回

第
4
0
回

第
4
1
回

第
4
2
回

第
4
3
回

第
4
4
回

第
4
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
1
0
回

第
1
1
回

第
1
2
回

第
1
3
回

第
1
4
回

第
1
5
回

第
1
6
回

第
1
7
回

第
1
8
回

子
ど

も
の

感
受

性
を

高
め

る

読
書

仲
間

の
裾

野
を

広
げ

る

市
民

に
よ

る
文

化
芸

能
の

継
承

と
創

造

博
物

・
歴

史
資

料
か

ら
そ

の
魅

力
を

伝
え

活
か

す

読
書

文
化

の
醸

成

定
期

的
な

音
楽

鑑
賞

事
業

親
子

読
書

の
集

い

と
び

う
め

国
文

祭

風
と

潮
の

ロ
マ

ン
ス

対
馬

暖
流

も
の

が
た

り

剥
製

動
物

園

里
山

の
動

物

文
部

大
臣

表
彰

子
ど

も
の

本
の

交
流

会

童
謡

ま
つ

り

図
書

館
に

マ
ス

コ
ッ

ト
導

入

記
念

誌
「た

け
の

こ
文

庫

３
０

年
の

あ
ゆ

み
」

読
書

研
修

会
・講

演

柳
田

邦
男

文
化

祭

芸
術

祭

カ
レ

ン
ダ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

（文
化

庁
）

カ
レ

ン
ダ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

（ま
ち

づ
く
り

の
会

）

図
書

館
名

画
会

・
テ

ー
マ

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト

ア
ク

ロ
ス

福
岡

と
共

催
し

「
ア

ク
ロ

ス
レ

イ
ン

ボ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
」を

実
施

ロ
ビ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

甍
の

波

薬
王

寺
廃

寺
と

古
賀

の

瓦
業

古
賀

の
む

か
し

鹿
部

山
遺

跡
か

ら

馬
渡

・
束

ケ
浦

遺
跡

ま
で

発
掘

の
３

０
年

シ
ー

カ
ヤ

ッ
ク

を
つ

く
る

極

北
民

族
の

技

ア
リ

ュ
ー

ト
の

皮
船

稲
作

に
勤

し
む

古
代

幻
想

～
小

林
恒

火
子

の
世

界

・願
い

か
な

え
給

え
～

版
画

で
歩

く

唐
津

街
道

仮
面

の
告

白
～

お
面

に

こ
め

ら
れ

た
喜

怒
哀

楽

古
銭

へ
の

誘
い

甦
る

鹿
部

田
淵

遺
跡

の
時

代

木
村

辰
也

の
邪

馬
台

国

版
画

展

寄
贈

物
譚

赤
星

孝

生
誕

1
0
0
年

展

郷
土

へ
の

眼
差

し

先
人

た
ち

の
足

跡

胡
蝶

乱
舞

～
一

つ
の

も

の
を

追
い

か
け

て
～

キ
ノ

コ
の

博
物

誌

甲
冑

に
身

を
固

め
、

頭
椎

大
刀

を
佩

い
た

人
た

ち
（九

州
国

立
博

物
館

開
館

記

念
協

賛
企

画
）

発
見

！
か

す
や

（
糟

屋
地

区

文
化

財
巡

回
展

）
な

つ
か

し
の

オ
モ

糟
屋

の
古

墳
（糟

屋
地

区

文
化

財
巡

回
展

）

第
九

名
画

会

子
ど

も
映

画
会

記
念

誌
「た

け
の

こ
文

庫
２

０
年

の
あ

ゆ
み

」発

刊
福

岡
女

学
院

看
護

大
学

図
書

館
の

市
民

開
放

開
始

「こ
が

め
ル

ー
ム

」

オ
ー

プ
ン

福
岡

都
市

圏
２

２
市

町
村

と

の
広

域
利

用
開

始

古
文

書
の

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
に

着
手

市
民

音
楽

祭
（文

化
協

会
）

市
民

映
画

祭

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

コ
ン

サ
ー

ト

図
書

館

布
の

絵
本

作
り

講
座

宮
原

礼
智

読
み

聞
か

せ

（図
書

館
）

第
２

回

邦
楽

フ
ェ

ス
タ

「に
っ

ぽ
ん

の
心

」

漂
着

物
特

別
展

（漂
着

物
学

会

福
岡

大
会

記
念

企
画

）

石
碑

（
い

し
ぶ

み
）
の

つ
ぶ

や
き

な
つ

か
し

の

オ
モ

チ
ャ

展

（
糟

屋
地

区

文
化

財

巡
回

展
）

文
部

大
臣

表
彰

古
賀

東
小

古
賀

市
親

子
読

書
会

百
の

う
た

千
の

想
い

甦
る

平
和

百
人

一
首

原
画

展

絵
本

パ
レ

ッ
ト

20
0
8

講
談

社

キ
ャ

ラ
バ

ン
カ

ー

文
部

大
臣

表
彰

星
の

子
文

庫

文
部

大
臣

表
彰

古
賀

市
立

図
書

館

た
け

の
こ

文
庫

３
５

年

テ
ー

マ
ミ
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文化芸術って
なんだか難しそう。
私には無理かな？

そんなことはないよ。歌ったり、物を作っ
たり、おしゃれを楽しんだり、普段してい
ることも、文化芸術なんだ。文化芸術
はいつもみんなの身近にあるんだよ。

文化芸術で、
本当にまちや人が
元気になるのかな？

あなたも、２０１１年３月１１日におきた東
日本大震災を知っているでしょう。本当に、
多くの人が傷つき、日本全体が元気をなく
したよね。でもあの時、音楽や絵画、芸能
や祭、文学等のさまざまな文化芸術活動
が、多くの人の心を励まし、元気付けたの
よ。文化芸術は大きな力をもってるのね。

ぼくたちも何か
出来ることが
あるのかな？

まずは、文化芸術を好きになって、いっ
ぱい楽しんでほしいな。積極的に文化
芸術に関わっていくことが大切だよ。

古賀市文化芸術振興計画ができました

文化芸術
振興計画って何？

それはね、文化や芸術で古賀市や、住
んでいる人たちを元気にしようという計
画のことよ。

文化芸術には
どんなものがあるの？

文化芸術は、音楽や演劇、写真や絵
画、文化財や祭だけじゃなく、映画や
ファッション、ポップミュージックだって文
化芸術なんだよ。

まずは文化芸術をとおして自分が、楽しみ、元気になり、輝くことでだんだん人やまちが元気になっていくんだね。
そのために、古賀市民や文化芸術活動をおこなっている団体や行政が力をあわせていくことが大切なんだね。



　古賀市では平成２０(２００８)年に、文化芸術の更なる振興をめざし、その方向性を示す古賀市文化芸術振興条例を定
め、その推進のために古賀市文化芸術審議会を設置し、文化芸術振興の活性化を図りました。また、平成２４(２０１２)
年４月には、「つながり　にぎわう　快適安心都市　こが」を都市イメージとして第４次古賀市総合振興計画を策定し、そ
の計画において古賀市文化芸術振興計画を策定することが明記され、平成２６(２０１４)年に完成しました。

古賀市文化芸術振興計画の大切なキーワードは、これだ！

起こす･興す・おこす
～文化芸術をとおして個性を起こし、新しい魅力を興し、誇りをおこす～

古賀市文化芸術振興計画のまちづくりのイメージは、植物を育てるイメージです。

～古賀市文化芸術振興計画策定までの流れ～

誇りをおこす 

個性を 

起こす     
新しい魅力 

を興す 

古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
計
画
 

環境づくり 

環境づくりを丁寧に進め、計画によっ

てみんなが同じ方向を向き、さまざま

な体験から個性を起こして、新しい発

想で魅力を興していくと、大きな誇り

の花が咲くよ。 

大きな花が咲くと、立派な種ができる

ね。その種を大切に育てて、次の世代

にも豊かな古賀市を引き継ぐため、大

きな花を咲かせましょう。 

古賀市には、誇れる宝がいっ

ぱいあるよ。その宝をもっと

輝かせよう。そして、まだ気

づかれていない、眠ったまま

の宝をどんどん起こして、個

性豊かな古賀市にしよう。 

この計画は、文化芸術をいかし

て人やまちを元気にすることを

目的にしているよ。みんなで力

を合わせて古賀市を盛り上げて

いこう。 

環境づくりは、施設整備など

のハード面だけではなく、人

や仕組みづくり等のソフト面

も含まれるよ。 

 

文化芸術を観光や産業振興にい

かし、すべての人が文化芸術を

楽しめるまちにしよう。そのた

めにも、古賀市の新しい魅力を

いっぱい発見することが大切だ

ね。 

種 



誇りをおこす

  文化芸術をとおして、個性を起こし、新しい魅力を興すことで、誇りが生まれます。その誇りは、人生・生活の質
(QOL)を高め、自尊感情の高まりにつながり、生きる力となっていきます。また、自身や古賀市に対する誇りから地域に
貢献する気持ちが生まれ、本計画の目的である「文化芸術をいかして人やまちを元気にすること」につながります。その
ためにも「起こす」「興す」の振興に力をいれ、おこした誇りを次世代へ引き継いでいけるよう努めます。

文化芸術をとおして誇りをおこす おこした誇りを次世代に引き継ぐ

〇「新たな魅力を発見
し、発信できる人材」
を養成し、文化の仕掛
人やコーディネーター
としていかします。

守
る

〇文化芸術資源、自然景観、伝統ある芸能や行事等、またそ
れらに関する知識、技能、資料等、古賀市の誇れる宝を後世
に残すよう努めます。

環境づくり
 文化芸術に関わるさまざまな活動の活性化を図るため、情報の収集・提供、人材育成、ネットワークづくりをおこな
い、市民参画の視点をもって、交流、連携を促進し、文化芸術において活動しやすい環境づくりを推進します。

〇文化芸術に関わる活動をおこなう団体・個人の交流を図り、行政・企業・学校・地域等と連携がもてるように支援をし
ます。
〇文化芸術に関する情報の収集・提供を一元化する等、文化芸術に対するセンター的機能の充実を図ります。
〇福祉、教育、観光・産業振興等、他のジャンルと文化芸術をつなぐ「コーディネーター」の育成をします。
〇古賀市の文化芸術環境について市民が語りあえる場を設け、市民の文化芸術環境の向上を図ります。
〇施設整備をおこない、文化芸術活動がしやすい環境づくりに努めます。

伝
え
る

〇古賀市が誇れる文化芸術資源、自然景観、文化芸術の振興
を担う人材を市内外の方に知ってもらうため、捉え方・見せ
方の工夫をおこない、古賀市の新しい文化的な魅力を広く伝
えられるよう積極的に発信します。

〇「起こす」と「興す」の振興に力をいれ、市民一人ひとりが、
個人、団体、古賀市に対する誇りをもち、その気持ちを高められ
るよう努めます。

〇自分自身だけで完結せず、培った技能、能力、知識
を、周りに発信、伝承、還元するための機会を充実さ
せ、豊かな古賀市を次世代に引き継いでいくことに努
めます。

〇学校と連携して、子どもたち
に文化芸術を体験・鑑賞する機
会をつくります。

〇新たな視点で魅力を
発見し、市内外に発信
します。

〇「農」と「芸術」、
「商」と「文化」等の
異業種を組み合わせる
ことで、お互いの新た
な魅力を発見し、活性
化を図ります。

古賀市の個性を起こす 古賀市の新しい魅力を興す
 古賀市には、文化芸術、文化財、自然景観、またそれらに関わ
る人など、多くの宝が存在します。これまで古賀市に寄与し、支
えてきた宝をより一層輝かせ、いかしていくとともに、まだその
価値が見出されず眠ったままの宝を呼び起こしていくことに努め
ます。

文化芸術がもつ、福祉、教育、観光・産業振興、まち
づくり等に貢献出来る力を活用し、古賀市の新しい魅
力を創出します。

〇子どもの健やかな育ちのため
に文化芸術の力をいかし、子育
て世代の保護者を対象とした文
化芸術事業を展開する「子育て
しやすい文化芸術のまち古賀」
をめざします。

古賀市文化芸術振興計画概要

今ある宝を再認識する 眠った宝を起こす 人にやさしいまちづくり
～すべての人にとって文化芸術が

　　　身近に楽しめるまち～

　ざわめきづくり
 ～観光・産業振興
         　　　と文化芸術～

見
つ
け
る

〇古賀市の文化芸術資源、
自然景観、文化芸術の振興
を担う人材の素晴らしさを
再認識し、市民が誇れる財
産とします。

〇生活の中にある「ひと、もの、
こと」等、市民にとっては当たり
前でも視点を変えると魅力的なも
のを掘りおこします。
〇子どもの視点を取り入れ、地域
の魅力等、宝の掘り起こしにあ
たっては、特に子どもの視点によ
る新たな切り口を大切にします。

い
か
す

〇文化芸術資源、自然景観等の活用作を検討し、文化振興を
担う人材の支援として、既存の団体の活性化と新しい団体の
創生を支援します。
〇市民が文化芸術活動の場としてさまざまな公共施設や民間
施設を活発に利用出来るよう、施設活用策や活用に対する支
援を検討します。

〇文化芸術の力をすべての人が
よりよく生きるためにいかすと
同時に、元気なシニア層のパ
ワーを文化芸術のまちづくりに
活用します。

〇世代間、市内の各地域間、近
隣市町とのつながりや国際交流
の場面で文化芸術をつうじた交
流を促進します。
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市民がおこす団体がおこす

短期
短期

短期
短期

長期
長期

長期
長期

・
近
隣
都
市
と
の
広
域
的
な
文
化
施
設
の
連

携
を
図
り
、
情
報
交
換
の
場
を
設
け
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
を
お
こ
な
う
個
人
や
団
体

を
、
行
政
が
お
こ
な
う
事
業
に
、
積
極
的
に

活
用
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
に
家
族
で
参

加
し
よ
う
。

・
文
化
芸
術
を
と
お
し
て
、
世
代
間
交
流
や
国
際
交
流

を
楽
し
も
う
。

・
行
政
区
で
の
文
化
芸
術
事
業
の
取
組
等
の
情
報
を
共

有
し
、
地
域
で
の
文
化
芸
術
の
活
性
化
を
図
ろ
う
。

・
団
体
が
お
こ
な
う
活
動
に
、
障
が
い
者
と
の
交
流
や

世
代
間
交
流
・
国
際
交
流
等
を
取
り
入
れ
よ
う
。

・
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発
想
や
魅
力
を

日
常
生
活
の
中
で
見
つ
け
よ
う
。

・
積
極
的
に
子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を

つ
く
ろ
う
。

・
新
た
な
文
化
芸
術
活
動
の
取
組
に
挑
戦
し
よ
う
。

・
地
域
の
公
民
館
や
身
近
な
施
設
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
古
民
家
等
利
用
可
能
な
場
所
を
開
拓
し
、
文

化
活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
よ
う
。

・
児
童
館
や
図
書
館
等
、
子
ど
も
が
幼
児
期
か
ら

文
化
芸
術
に
触
れ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
に
託
児
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推

進
し
ま
す
。

・
子
育
て
世
代
、
シ
ニ
ア
世
代
、
障
が
い
者
、
外

国
人
等
が
活
躍
で
き
る
、
文
化
芸
術
の
学
び
の
場

を
支
援
し
ま
す
。

・
ア
ー
ト
バ
ス
、
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室
な
ど
子
ど

も
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
を
学
校
と
連
携
を

図
り
、
提
供
し
ま
す
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
授
乳
室
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
ス
ロ
ー
プ
等
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
使
い
や
す
い
施
設
に
し
ま
す
。

・
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発
想

を
大
切
に
し
、
文
化
芸
術
の
魅
力
を
日
常
生

活
に
い
か
し
楽
し
も
う
。

・
異
業
種
の
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
活
動

内
容
や
エ
リ
ア
を
広
げ
、
新
た
な
団
体
の
魅

力
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

・
団
体
の
交
流
を
お
こ
な
い
、
互
い
に
認
め
あ

い
、
高
め
あ
お
う
。

・
文
化
芸
術
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
体
験
講
座

や
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
実
施
を
活
性
化
し
よ
う
。

ざ
わ

め
き

づ
く

り
～

観
光

・
産

業
振

興
と

文
化

芸
術

～

・
市
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
文
化
芸
術
活
動
に
参
加

し
よ
う
。

・
文
化
芸
術
を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
交
流
を
お
こ

な
い
、
文
化
芸
術
活
動
を
楽
し
も
う
。

人
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
～

す
べ

て
の

人
に

と
っ

て
文

化
芸

術
が

身
近

に
楽

し
め

る
ま

ち
～

今
あ

る
宝

を
再

認
識

す
る

・
他
部
局
と
の
事
業
連
携
を
図
り
、
情
報

を
共
有
し
、
新
し
い
発
想
の
事
業
を
検
討

し
ま
す
。

・
文
化
の
仕
掛
人
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
育
成
し
ま
す
。

・
「
ま
つ
り
古
賀
」
や
「
食
の
祭
典
」
等

の
観
光
・
産
業
の
振
興
を
、
文
化
芸
術
活

動
で
支
援
し
ま
す
。

・
古
賀
市
の
歴
史
的
な
文
化
財
や
景
観

を
、
観
光
や
産
業
に
い
か
し
ま
す
。

　
 今

こ
そ

、
文

化
芸

術
で

古
賀

市
を

元
気

に
す

る
時

で
す

。
一

人
ひ

と
り

が
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

て
い

き
ま

し
ょ

う

行政機関がおこす

・
歴
史
資
料
館
等
文
化
施
設
を
活
用
し
た
学

習
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
団
体
の
活
動
紹
介
や
、
歴

史
的
な
文
化
財
等
、
市
内
外
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
広
報
等
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
を
使
い
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
た
地
域
の
魅
力
を
、

市
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

・
中
学
校
美
術
部
や
古
賀
竟
成
館
高
等
学
校

ベ
ー
シ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
と
の
連
携
を
図

り
、
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
し
ま
す
。

・
近
隣
都
市
圏
の
文
化
芸
術
活
動
を
調
査
研
究

し
、
新
た
な
視
点
で
事
業
を
再
生
し
ま
す
。

・
地
域
で
の
文
化
芸
術
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ

し
、
公
民
館
や
新
た
な
活
動
場
所
を
開
拓
し
ま

す
。

古
賀

市
の

個
性

を
起

こ
そ

う
古

賀
市

の
新

し
い

魅
力

を
興

そ
う

眠
っ

た
宝

を
起

こ
す

誇
り
を
お
こ
す

 

個
性
を

 

起
こ
す

 
 

 
 

 

新
し
い

 

魅
力
を
興
す

 

古賀市文化芸術振興計画 

環
境
づ
く
り

 

 
い
か
す

 
文
化
芸
術
の
宝

を
い
か
し
ま
す

 

 見
つ
け
る

 
文
化
芸
術
の
宝

を
見
つ
け
ま
す

 

 
伝
え
る

 

文
化
芸
術
の

 

宝
を
伝
え
ま
す

 

守
る

 
文
化
芸
術
の

 

宝
を
守
り
ま
す

 

み
ん

な
で

古
賀

市
の

個
性

を
起

こ
す

ス
パ

イ
ラ

ル
を

積
極

的
に

展
開

し
よ

う
 

 
 

 

 
 

～
古

賀
市

文
化

芸
術

振
興

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
と

は
～

  
 

 
本

ア
ク

シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
は
、

古
賀

市
文

化
芸
術

振
興
計
画

に

基
づ

き
、
古

賀
市
に

お
け
る
文

化
芸

術
振

興
の
計

画
的
な
推

進
を

す
る

た
め
、

市
民
・

団
体
・
行

政
が

今
後

１
０
年

間
取
り
組

ん
で

い
く

具
体
的

な
活
動

を
明
記
し

た
も

の
で

す
。
ま

た
、
本
ア

ク

シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
は
、

多
く
の
方

に
思

い
を

共
有
し

て
い
た
だ

き
、

と
も

に
取
り

組
ん
で

い
た
だ
く

た
め

の
啓

発
誌
の

役
割
も
果

た
し

て
い

ま
す
。

１
０
年

間
、
と
も

に
ま

ち
づ

く
り
に

取
り
組
ん

で
い

き
ま

し
ょ
う

。
 

  
記

載
し
た

取
組
に

つ
い
て
、

推
進

状
況

を
年
度

ご
と
に
古

賀
市

文
化

芸
術
審

議
会
に

お
い
て
確

認
を

し
て

い
き
ま

す
。
ま
た

、
本

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

は
計
画
期

間
を

平
成

３
５
(
２

０
２
３

)年
ま

で
と

し
て
い

ま
す
が

、
平
成
３

０
（

２
０

１
８
)
年

ま
で
に

見
直

こ
れ

っ
て

ど
ん

な
意

味
？

 

●
市

民
・
団

体
・
行

政
と
は
 

 

 
市

民
と
は

、
市
内

に
居
住
、

通
勤

及
び

通
学
す

る
並
び
に

市
内

を
活

動
の
場

と
す
る
個

人
。

団
体
と

は
、
市

内
の
企
業

、
学

校
、

民
間
非

営
利
団
体

及
び

地
域

団
体
等

。
行
政
と

は
、

古
賀
市

の
行
政

。
 

●
行

政
が
お

こ
す
、

短
期
・
長

期
と

は
 

 
短

期
と
は

、
本
計

画
が
策
定

さ
れ

る
平

成
２
６

(
２
０
１

４
)年

～
平

成
３

０
(２

０
１

８
)
年

ま
で

に
行
政

が
取
り
組

み
た

い
こ

と
で
す

。
長
期
と

は
，

行
政

が
平
成

２
６
(２

０

１
４

)年
か

ら
１
０

年
を
通
し

て
で

じ
っ

く
り
取

り
組
み
た

い
こ

と
で

す
。
平

成
３
０
(
２

０
１

８
)年

に
は
、

短
期
の
取

組
状

況
を

確
認
し

、
後
期
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を
考

え
ま
す
。

 

●
文

化
芸
術

に
お
け

る
ア
ウ
ト

リ
ー

チ
と

は
 

 
文

化
芸
術

に
接
す

る
機
会
や

関
心

が
な

い
人
々

に
対
し
、

文
化

芸
術

へ
の
興

味
と
関
心

を
も

た
せ
る

た
め
に

文
化
芸
術

活
動

を
し

て
い
る

側
か
ら
働

き
か

け
る

訪
問
支

援
等
の
さ

ま
ざ

ま
な
活

動
。
 

●
公

募
型
補

助
金
と

は
 

 
団

体
の
自

主
的
・

自
発
的
な

活
動

を
奨

励
す
る

補
助
金
。

目
的

に
適

し
た
活

動
や
企
画

を
お

こ
な
っ

て
い
る

団
体
を
募

集
し

、
審

査
通
過

し
た
団
体

に
の

み
補

助
金
を

交
付
。
 

文
化

芸
術
を

い
か
し

た
ま
ち
づ

く
り

に
向

け
、
市

民
・
団
体

・
行

政
が

と

も
に

、
「
個

性
を
起

こ
す
ス
パ

イ
ラ

ル
」

に
取
り

組
み
ま
し

ょ
う

。
 

古
賀
市
の
個
性
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0
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2-
5
11
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0
92
-94

4-
2
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8

誇
り

を
お

こ
そ

う

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
団
体
の
活
動
等
の
情
報
を
収
集

し
、
提
供
し
よ
う
。

・
文
化
芸
術
活
動
団
体
同
士
の
意
見
交
流
の
場
を
設
け
、
団
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
。

環
境

づ
く

り
を

し
よ

う

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
自
己
の
個
性

を
起
こ
し
、
魅
力
を
興
し
て
元
気
に
な
ろ
う
。

・
公
募
型
補
助
金
の
募
集
を
い
か
し
、
文
化
芸
術
活
動
団
体
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
古
賀
市
文
化
芸
術
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
全
戸
配
布
し
、

啓
発
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
古
賀
市
の
個

性
を
起
こ
し
、
魅
力
を
興
し
て
、
豊
か
で
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
誇
り
高
い
豊
か
な
古
賀
市
を
次
世
代
に
引
き

継
い
で
い
き
ま
す
。

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
を
一
元
化
す
る
等

の
、
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
担
う
拠
点
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
地
域
に
文
化
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

・
本
計
画
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
啓
発
を
お
こ
な
い
、
文
化
芸
術

に
関
す
る
意
識
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
文
化
財
の
保
存
、
継
承
、
整
備
を
行
い
ま
す
。

古
賀

市
青

少
年

育
成

課

お
気
軽
に
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
(
お
問
い
合
わ
せ
先
）

・
文
化
芸
術
活
動
を
と
お
し
て
、
団
体
の
個
性

を
起
こ
し
、
魅
力
を
興
し
て
団
体
の
誇
り
を
お

こ
そ
う
。

・
活
動
を
次
世
代
に
引
き
継
ご
う
。

　
 今

こ
そ

、
文

化
芸

術
で

古
賀

市
を

元
気

に
す

る
時

で
す

。
一

人
ひ

と
り

が
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

て
い

き
ま

し
ょ

う

・
自
己
の
経
験
や
体
験
を
い
か
す
た
め
に
、
人
材
登
録
を
お
こ
な
う

よ
う
に
努
め
よ
う
。

・
文
化
芸
術
を
い
か
し
た
生
活
環
境
を
つ
く
ろ
う
。

古
賀

市
市

民
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー

古
賀

市
市

民
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー

古
賀

市
文

化
協

会

古
賀

市
中

央
公

民
館

古
賀

市
商

工
政

策
課

古
賀

市
立

図
書

館

古
賀

市
学

校
教

育
課

古
賀
市
主
催
　
文
化
芸
術
事
業
に
つ
い
て

リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ
・
研
修
棟
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

歴
史
文
化
資
料
に
つ
い
て

コ
ス
モ
ス
市
民
講
座
に
つ
い
て

市
民
活
動
支
援
・
人
材
登
録
に
つ
い
て

市
民
・
団
体
が
お
こ
な
う
文
化
活
動
に
つ
い
て

古
賀
市
の
観
光
に
つ
い
て

青
少
年
活
動
や
児
童
館
に
つ
い
て

図
書
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

古
賀

市
生

涯
学

習
推

進
課

サ
ン

フ
レ

ア
こ

が
(文

化
財

係
)

古
賀

市
立

歴
史

資
料

館

0
92
-94

2-
1
13
0

0
92
-94

2-
1
34
7

文
化
芸
術
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

古
賀

市
生

涯
学

習
推

進
課


